
ロ

制
水
弁
、
空
気
弁
、
消
火
栓
、
減
圧
弁
及
び
排
水
設
備
の
形
式
及
び
口
径

ハ

止
水
栓
の
位
置

ニ

道
路
、
河
川
、
鉄
道
等
を
架
空
横
断
す
る
管
路
等
の
構
造
形
式
、
条
数
及
び
延
長

４

調
書
及
び
図
面
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、こ
れ
を
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
水
道
事
業
に
係
る
収
支
の
見
通
し
の
作
成
及
び
公
表
）

第
十
七
条
の
四

水
道
事
業
者
は
、
法
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
の
収
支
の
見
通
し
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、
三

十
年
以
上
の
期
間
（
次
項
に
お
い
て
「
算
定
期
間
」
と
い
う
。）を
定
め
て
、
そ
の
事
業
に
係
る
長
期
的
な
収
支

を
試
算
す
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

２

前
項
の
試
算
は
、
算
定
期
間
に
お
け
る
給
水
収
益
を
適
切
に
予
測
す
る
と
と
も
に
、
水
道
施
設
の
損
傷
、
腐

食
そ
の
他
の
劣
化
の
状
況
を
適
切
に
把
握
又
は
予
測
し
た
上
で
水
道
施
設
の
新
設
、
増
設
又
は
改
造
（
当
該
状

況
に
よ
り
必
要
と
な
る
水
道
施
設
の
更
新
に
係
る
も
の
に
限
る
。）の
需
要
を
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
需
要
の
算
出
に
当
た
つ
て
は
、
水
道
施
設
の
規
模
及
び
配
置
の
適
正
化
、
費
用
の
平
準
化
並
び
に
災

害
そ
の
他
非
常
の
場
合
に
お
け
る
給
水
能
力
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

４

水
道
事
業
者
は
、
第
一
項
の
試
算
に
基
づ
き
、
十
年
以
上
を
基
準
と
し
た
合
理
的
な
期
間
に
つ
い
て
収
支
の

見
通
し
を
作
成
し
、
こ
れ
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

水
道
事
業
者
は
、
収
支
の
見
通
し
を
作
成
し
た
と
き
は
、
お
お
む
ね
三
年
か
ら
五
年
ご
と
に
見
直
す
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
提
供
）

（
情
報
提
供
）

第
十
七
条
の
五

法
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
も

の
に
あ
つ
て
は
毎
年
一
回
以
上
定
期
に（
第
一
号
の
水
質
検
査
計
画
に
あ
つ
て
は
、毎
事
業
年
度
の
開
始
前
に
）、

第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
速
や
か
に
、
水
道
の
需
要
者
の
閲
覧

に
供
す
る
等
水
道
の
需
要
者
が
当
該
情
報
を
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す

る
。

第
十
七
条
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
も

の
に
あ
つ
て
は
毎
年
一
回
以
上
定
期
に（
第
一
号
の
水
質
検
査
計
画
に
あ
つ
て
は
、毎
事
業
年
度
の
開
始
前
に
）、

第
七
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
速
や
か
に
、
水
道
の
需
要
者
の
閲
覧

に
供
す
る
等
水
道
の
需
要
者
が
当
該
情
報
を
容
易
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
行
う
も
の
と
す

る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

水
道
事
業
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項
（
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
及
び
法
第
二

十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
水
道
施
設
運
営
権
の
設
定
の
内
容
を
含
む
。）

二

水
道
事
業
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項
（
法
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
の
内
容
を
含

む
。）

三
〜
八

（
略
）

三
〜
八

（
略
）

（
委
託
契
約
書
の
記
載
事
項
）

（
委
託
契
約
書
の
記
載
事
項
）

第
十
七
条
の
六

令
第
九
条
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
委
託
に
係
る
業
務
の
実

施
体
制
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三

令
第
七
条
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
委
託
に
係
る
業
務
の
実

施
体
制
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

第
十
七
条
の
七

（
略
）

第
十
七
条
の
四

（
略
）

（
業
務
の
委
託
に
関
す
る
特
例
）

第
十
七
条
の
八

法
第
二
十
四
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
水
道
管
理
業
務
受
託
者
を
水
道
事
業
者
と
み
な
し

て
法
第
二
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
、
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に

お
け
る
第
十
五
条
第
八
項
、
第
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
十
七
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
水
道
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
、「
水
道
管
理
業
務
受
託
者
」
と
す
る
。

（
新
設
）

（
水
道
施
設
運
営
権
の
設
定
の
許
可
の
申
請
）

第
十
七
条
の
九

法
第
二
十
四
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類（
図
面
を
含
む
。）は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

一

申
請
者
が
水
道
施
設
運
営
権
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等

の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
選
定
事
業
者
（
以

下
「
選
定
事
業
者
」
と
い
う
。）の
定
款
又
は
規
約

二

水
道
施
設
運
営
等
事
業
の
対
象
と
な
る
水
道
施
設
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
地
図
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